
（4）第84号 人 権 協 だ よ り

いろんな人と人とのつながり、
ふれあいを 美浜のMと波で

イメージしました。

人権
協シ
ンボルマーク

会報名「ふれあい」のおもい：心のふれあいによって相手を理解し、思いやりの心が生まれ、新しい美浜をつくっていく。
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人権協 HPが
できました！

小さい子供（2才）も一緒に参加させていただいたのですが、真剣にお話を聞いて、拍手をしていました。終わった後は、「しゅわ」と言葉を口にしていて、小さいなりに感じたことがあったんだなとうれしく感じました。

私は敦賀市民ですが、今年の人権講座は 3 回目の参加で
す。聞こえない人の話とか、話ができない人と話すため
だけではないという新しい視点が新鮮でとても楽しかっ
たです。簡単な手話も教えてもらえてよかったです。

手話に対して持っていたイメージが変わ

りました。身近で体全体を使って表現す

るものだということがわかりました。
耳が聞こえないことを詳しく説明される勇気って
すごいと思ったのですが、そのことが間違いであ
り、もっと日常の中で、もっと当たり前に障害っ
ていうバリアをとっぱらえるといいなと思います。

第 ４ 回 町 民 人 権 講 座

一般社団法人手話エンターテインメ
ント発信団oioi（オイオイ）の皆さんを
お迎えして「手話が生み出すバリアク
ラッシュ」と題して講演とパフォーマ
ンスが開催されました。

実は、この oioi の皆さんには、令和
2 年にお越しいただく企画がありまし

たが、コロナ感染症の流行により、講演会は立
ち消えとなっており、今回の講演を大変楽しみ

に待っていました。oioi の皆さんは、子どもから大人
まで、障がいの有無に関係なく全国で活動を展開され
ています。

この活動では、手話コントなどのパフォーマンスや、
ワークショップを通じて、きこえる人ときこえない人が、
ともにお互いを知り、心を動かし、お互いの心にバリ
アを無くすことで、バリアの無い社会を創ることを目
指しておられます。

今回の講演でも、ご自身の幼少期の経験や、その頃に
感じておられたことをお話しいただきました。その中に
は、手話を使うことをためらっていたことや、学校生
活で意思疎通が十分できなかったご経験も話されました。

そんな中、大学生活で何気なくのぞいた手話サーク
ルがきっかけで、手話のすばらしさを再認識され、手
話を広めたいと仲間とともに現在の活動につながって
おられるということでした。

美浜町では、令和5年度に「手と心をつなぐ手話言語
条例」が制定されました。その条例の中では、「言語は、
お互いの意思や気持ちを理解し合い、知識を蓄え、文化
を創造する上で不可欠なものであり、人類の発展に大き
く寄与してきた。手話は、音声言語である日本語と異な
る言語であり、手指や体の動き、表情を使って視覚的に
表現する言語である。」と書かれています。

「手指や体の動き、表情を使って視覚的に表現する言語」
まさに、この講演会でも、パフォーマーのお二人からの、

「手話は指先だけの動きではなく、相手の顔を見て、表
情たっぷりに表現してくださいね」との言葉に、最初は
恥ずかし気に手話を使っていた来場者もどんどん引き込
まれていました。手や顔、体を使って手話を楽しみ、と
もに笑い合い、会場が一体となった講演会となりました。

このような機会を通して、お一人でも多くの方が手話
や障がいへのバリアを打ち砕き、お互いを理解し合える
手話が広がっていくと良いなぁと、笑顔で会場を後にさ
れる来場者のお見送りをしながら改めて感じていました。

［講師］oio i  さん

◆命について考える機会をいただきました。職場の講
演（授業）で、敦賀市の「たきざわ助産院産前産後の家」の
助産師さんに来ていただきました。◆命の始まりである
受精卵は、紙に針でチョンと刺したくらいの大きさでだ
ということ。私たちは、三億分の一という奇跡的な確率
で生まれてきたということ。生まれてくるまでも数々の
困難を乗り越えてきたということ。生まれてこられずに
途中で消えていく命もたくさんあるということ。などを
お聞きしたり、実際の赤ちゃんと同じ重さの人形を抱っ
こしたり、本物のへその緒を見せてもらったりしました。
どの子も、命のありがたさを噛みしめながら聞き入って
いる姿が印象的でした。◆小学校5年生の道徳の教科書に、
小児がんのために4年生（11歳）で亡くなった女の子の「命」
という詩がのっています。『命はとても大切だ／人間が

生きるための電池みたいだ／でも電池はいつか切れる／
命もいつかはなくなる／電池はすぐにとりかえられるけ
ど／命はそう簡単にはとりかえられない／何年も何年も
／月日がたってやっと／神さまから与えられるものだ／
命がないと人間は生きられない／でも／「命なんかいら
ない」／と言って／命をむだにする人もいる／まだたく
さん命がつかえるのに／そんな人を見ると悲しくなる／
命は休むことなく働いているのに／だから 私は命が疲
れたと言うまで／せいいっぱい生きよう』◆12/7の人
権のつどいに来ていただくウクライナの歌姫ナターシャ・
グジーさんのアルバムに「命はいつも生きようとしている」
という小椋佳さんとコラボしたものがあります。ナター
シャさんの透き通った歌声とバンドゥーラの響きを楽し
みにしたいと思います。� （西）

◆人権コラムの怒りの対処法を興味深く拝見しました。怒りのコントロールは普段から意識していても難しいものがあり、講習会等で
詳しく学べる機会があると嬉しいです。（M.Yさん）
◆町民人権講座の開催時刻を昼間にしていただいて、参加しやすくなりました。年齢的に夜間は出にくくなってきましたので、うれし
いです。（M. Jさん）
◆ウスビ・サコさんの人権講座、以前の実施日なら参加できたのですが、今回は仕事の都合で参加できませんでした。でも、この記事で
大体のことが伝わりました。特に「多様性の尊重」の深さ、大切さを改めて考えさせられました。（T. Jさん）
◆クロスワードは私にとって非常に嬉しいかぎりです。ぼけ防止として、頭を使ったり、調べたりといろいろ勉強になります。今回も夢中で、
たてよこ質問に辞書を使って調べ、新しい発見がありました。私にとってありがたく、いつも勉強させていただいております。（T. Yさん）

「ふれあい」第83号をお読みになった読者の方より、多数のおたよりが寄せられました。
ありがとうございます。紙面の都合上、その中のいくつかを紹介します。
これからもみなさんの「声」をお届けいただけると幸いです。

■応募方法■（郵送、FAX、E-mailいずれかでお願いします）

●答え・住所・氏名を巻末の用紙に書いて下記までお送り下さい。
　〒919-1141 美浜町郷市29-3 人権協事務局（生涯学習センターなびあす内）
　　　　※FAX（0770-32-1222）
　　　　　 E-mail（jinkenkyo@town.fukui-mihama.lg.jp）

●〆切は、令和7年1月31日（金）です。（当日消印有効）
●正解者の中から抽選で、図書カードをお送りします。
●前号の人権クロスワードの正解は「ほほえみ」でした。
　たくさんのご応募、ありがとうございました。正解者は7名でした。
今回の当選者は	 森井 祐介さん　武藤 実学さん

	 山口 則和さん　橋本 うた子さん　塚原 仁朗さん
以上の皆さんです。おめでとうございます!
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編 集 後 記

  1. �交互に盤上に石を置いていき、自分の石で囲んだ領域の広さを競うゲーム。
  2. �豊臣秀吉の朝鮮出兵「○○○○の役」と「慶長の役」。
  5. �「動」の反対。○○圧、○○態、○○止など。
  6. �『タテ1』で使う石の色の一つ。『タテ1』では後手の色。
  7. �自分で食事を作ること。
  8. �接近している、似ていること。○○ピン、○○ミスなど。
  9. �唐招提寺や春日大社、東大寺などがある市。
11. �トウモロコシや大麦麦芽などの発酵液に、ジュニパーベリー（ネズの実）

の香りをつけた蒸留酒。
12. �自分の意のままに振る舞えること。○○○意思、○○○研究、○○○の女

神など。
13. �人は関わる友達によって、善悪どちらにも感化されることを指すことわ

ざ「○○に交われば赤くなる」。
14. �歴史に関する事象の呼び方の一つ。「壬申の○○」や「応仁の○○」など。
15. �日本では、小豆島などで栽培されている樹木で、実が食用油の原料になる。
16. �歴史に関する事象の呼び方の一つ。「禁門の○○」や「本能寺の○○」など。

タテのカギ

ヨコのカギ
  1. �「無花果」と書く果実。ジャムや甘露煮などに使われ

ます。
  2. �アルファベットで「英文法の動詞」や「バナジウムの

元素記号」、「電圧の単位」に使われます。
  3. �国の面積は日本の約 45 倍。ブリヌイやボルシチ、ピ

ロシキなどが有名。
  4. �『タテ1』で使う石の色の一つ。『タテ1』では先手の色。
  5. �1877 年（明治 10 年）に熊本県や鹿児島県などで起

こった武力反乱「○○○○戦争」。
  8. �京都の伝統工芸品である○○○○織。「綴」や「経錦」

などの品種があります。
10. �標準語に対して、ある地方で使われている言葉のこと。
11. �提出された届けなどを受け取って処理をすること。
13. �調味料の「さしすせそ」の「し」。塩化ナトリウムを主

成分とします。
14. �愛すること。または、大好きもの、趣味など。

 感想や
ご意見も
お願いします。

黄色のわくの中の文字を使って
できる言葉が答えです。人権クロスワードパズル

手手話話がが生生みみ出出すすバリアクラッシュバリアクラッシュ
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（2）第84号 第84号（3）人 権 協 だ よ り 人 権 協 だ よ り

第 ３ 回 町 民 人 権 講 座 映画 映画 「マイスモールランド」「マイスモールランド」
第3回町民人権講座として、映画「マイスモールランド」が上映され、「午

前の部」「午後の部」合わせて、約100名が来場されました。
物語の主人公は、埼玉県に住む17歳のクルド人サーリャ。サーリャは幼い頃に故

郷クルドの地を追われ、家族で日本に逃れてきており、父マズルム・妹アーリン・弟
ロビンの4人で暮らしていました。小学生の頃はいじめにあいながらも、高校生となっ
た現在は、彼女の努力で同世代の日本人と変わらないごく普通の生活を送れるように
なりました。また、進学のために内緒ではじめたバイト先では、東京の高校に通う聡
太と出会い、初めて自分の生い立ちを話すことができるほどに打ち解けた深い関係を
築いていました。

しかし、突然、在留資格を失ったことから、サーリャを囲む状況が一変、当たり前
の生活が奪われてしまいます。在留資格を失ったことで就労が認められず、埼玉県外
への外出もできなくなってしまいました。父マズルムは不法労働の罪を問われ、出入

国管理施設に収容されてしまいます。そして、サーリャ自身も、バイトをクビになり、東京に住む聡太に会うことさ
えも困難になりました。またその影響はサーリャの進学にも影響、さらに今の生活を続けていくことも厳しくなり、
彼女は追い込まれていってしまいます。

聡太や聡太の母、サーリャ家族のために奮闘する弁護士山中などに支えられながらも、今ある現状に何とか光を見
出そうとする、そんな彼女の奮闘や苦悩の姿をこの映画は描き出していました。

彼女が日本に居たいと願うことは「罪」なのだろうか、今も世界で起こっている難民問題、また、難民の人々が置
かれた厳しい状況について、改めて考えさせられたそんな映画でした。

12月4日から10日までは「人権週間」です
美浜町人権尊重啓発協議会では、人権週間にあわせて様々な人権啓発活動を行います。

人人権権図図書書紹紹介介ココーーナナーー（美浜町立図書館）（美浜町立図書館）

広く人権に関わる書籍をまとめたコーナーを設置します。
【期間】12月3日（火）～12月中旬まで

　ふれあいの「短い手紙」「絵・ポスター」「写真」の 
入賞作品展示

【期間】�2024年12月4日（水） ～12月10日（火） 
17:00まで

【期間】�2024年12月4日（水） ～12月10日（火） 
17:00まで

【日時】2024年12月7日（土）14:00～15:30
【場所】美浜町生涯学習センターなびあす
【入場】�入場無料（全席自由） 

・入場整理券が必要です

人権のつどい2024人権のつどい2024

「ナターシャ・グジー コンサート」「ナターシャ・グジー コンサート」
人人権権作作品品入賞作品入賞作品展示展示  （なびあす）（なびあす）

人権共同作品コーナー人権共同作品コーナー（なびあす）（なびあす）

　町内の企業や事業所、保育園等を巡回し、 
啓発活動を行います。

【日時】�2024年12月5日（木） 
9:00～12:00頃

町内人権啓発巡回町内人権啓発巡回
キャンペーンキャンペーン

2回目の講演は都合で来られませんでしたが、このシリー

ズは人権のテーマが多岐にわたり、また気軽に来られる

よう配慮されていてとても良いと思います。無料だったり、

予約不要だったり、「気軽」に来られるのって大事だなと

思います。今回の映画も難民の方の実情が少しでもわか

ることができたなと思います。自分からは見に行くこと

のないテーマなので、取り上げてもらってよかったです。

今何もできないけれど、知ることで、これからできる
ことがあると思います。ありがとうございました。

在留資格カードを目の前で破棄されたシーンはあま

りにもつらかった。そうさせているのは私たち、日

本国籍者が作った法律。この映画では悪人はおらず、

サーリャたちの周りの人々も “ 普通に良い人 ”。そ

れでも彼女たちの居場所を日本は奪った。差別は優

しさや思いやりだけでは解決しない構造の問題。日

本国籍者（マジョリティ）こそが解決しなければい

けない問題である。
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皆
さ
ん
は
ケ
ツ
メ
イ
シ
と
い
う
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

ケ
ツ
メ
イ
シ
は
日
本
の
４
人
組
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
で
「
サ
ク
ラ
」
等
の
代
表
曲
が
あ
る
の

で
ご
存
じ
の
方
も
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

今
回
は
、
ケ
ツ
メ
イ
シ
の
曲
の
中
か
ら
私

の
心
に
響
い
た
曲
を
何
曲
か
紹
介
さ
せ
て
頂

こ
う
と
思
い
ま
す
。

１
曲
目
は
、「
小
さ
な
幸
せ
」
と
い
う
曲

で
す
。
こ
の
曲
の
歌
詞
に
小
さ
な
幸
せ
は
目

に
は
見
え
な
い
も
の
だ
か
ら
、
小
さ
な
幸
せ

は
き
っ
と
大
き
な
幸
せ
だ
と
い
う
歌
詞
が
あ

り
ま
す
。
綺
麗
な
景
色
を
見
る
こ
と
が
で
き

た
、
大
会
で
１
番
に
な
れ
た
等
、
目
に
見
え

る
こ
と
だ
け
が
幸
せ
で
は
な
く
、
日
々
の
何

気
な
い
暮
ら
し
の
中
に
た
く
さ
ん
の
小
さ
な

幸
せ
が
あ
っ
て
そ
の
小
さ
な
幸
せ
は
、
当
た

り
前
で
な
く
大
き
な
幸
せ
で
日
々
大
き
な
幸

せ
の
な
か
で
暮
ら
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に

気
づ
き
ま
し
た
。
日
々
の
暮
ら
し
に
感
謝
し

て
過
ご
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

２
曲
目
は
、「
出
会
い
は
成
長
の
種
」
と

い
う
曲
で
す
。
こ
の
曲
に
、
君
と
出
会
い
、

あ
な
た
と
出
会
い
、
君
に
学
び
、
あ
な
た
に

学
び
を
、
僕
は
、
君
か
ら
、
あ
な
た
か
ら
、

貰
っ
て
、
育
っ
て
、
今
の
僕
が
い
る
と
い
う

歌
詞
が
あ
り
ま
す
。

自
分
は
ま
だ
30
年
の
人
生
で
す
が
、
思
い

返
す
と
、
い
ろ
い
ろ
な
人
か
ら
、
多
く
の
も

の
を
も
ら
い
、
学
ん
で
、
今
の
自
分
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
正
直
い
ま
ま
で
の
出
会
い
が

す
べ
て
思
い
描
い
て
き
た
よ
う
な
出
会
い
で

は
な
か
っ
た
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
人
生
、

こ
れ
か
ら
も
生
き
て
出
会
う
人
が
自
分
を
変

え
、
次
会
う
ま
さ
に
そ
の
人
が
自
分
を
成

長
さ
せ
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
紹
介
さ
せ
て
頂
く
曲
は
「
ラ
イ

フ
イ
ズ
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
」
と
い
う
曲
で
す
。

こ
の
曲
に
、
顔
で
笑
っ
て
心
で
は
泣
い

て
「
楽
し
く
生
き
る
」
ど
こ
ろ
で
は
無
い
っ

て
？ 

心
配
す
ん
じ
ゃ
ね
ぇ
今
は
ち
ょ
っ

と
運
が
ね
ぇ
だ
け
だ
か
ら
皆
同
じ
も
う
少

し
踏
ん
張
れ
、
君
が
倒
れ
り
ゃ
肩
も
貸
す

し
、
も
う
歩
け
な
い
な
ら
足
に
も
な
る
し
、

困
っ
た
な
ら
ば
手
を
借
り
時
に
は
手
を
貸

す
そ
う
や
っ
て
人
は
「
人
生
」
と
い
う
絵

を
書
く
と
い
う
歌
詞
が
あ
り
ま
す
。

み
ん
な
が
こ
の
気
持
ち
で
い
れ
ば
争
い

ご
と
も
何
も
起
こ
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
こ
の
歌
詞
の
気
持
ち
は
全
て
に
つ

な
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
普
段
の
仕

事
、
家
庭
、
友
達
、
困
っ
て
い
る
な
ら
手

を
借
り
、
時
に
は
手
を
貸
す
そ
れ
だ
け
で

み
ん
な
幸
せ
だ
と
思
い
ま
す
。

顔
は
笑
っ
て
い
る
け
ど
、
心
で
は
泣
い

て
い
る
人
に
は
、
な
か
な
か
気
づ
く
こ
と

は
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
少
し
い
つ

も
と
違
う
と
思
っ
た
ら
声
を
か
け
て
あ
げ

る
だ
け
で
心
も
笑
顔
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

ケ
ツ
メ
イ
シ
の
歌
は
、
子
供
の
こ
ろ
何

気
な
く
聞
い
て
い
ま
し
た
が
、
人
生
で
大

切
な
こ
と
が
た
く
さ
ん
詰
ま
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
に
紹
介
さ
せ
て
頂
い
た
以
外
に
も

た
く
さ
ん
素
敵
な
曲
が
あ
り
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
も
よ
か
っ
た
ら
ケ
ツ
メ
イ
シ
の
曲

を
聴
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
ケ
ツ
メ
イ
シ
か
ら
学
ん
だ
こ
と

［
執
筆
］
野
原
　
啓ひ
ろ
む 

　

「人権のつどい部会」というと、何や
ら難しそうな名称だが、毎年 12 月の人
権週間にあわせて開催するコンサート等
の企画・運営を行う部会で、現在 13 人
のメンバーが所属している。
「人権のつどい」のはじまりは平成 8

年のアムジー室内合奏団コンサート。私
は聴衆として客席にいたのだが、世界の
美しい音楽を通して差別のない世界を考
えるといった印象深い内容だった。以来、
音楽やダンス、朗読、演劇等、多彩なつ
どい事業に参加するうちに、部会に加え
ていただくこととなり、今に至っている。

さて、部会では、出演者のオファーか
ら始まり、イベントの PR、当日の運営
など、約1年かけて準備を整える。その
過程で少しずつ伝えたいメッセージがカ
タチとなっていく。
「ライブは演奏者と観客とのセッショ

ンだ」と、むかしジャズ好きの友人が
言っていた。観客として演奏を楽しむの
はもちろんだが、拍手や歓声をもって演
奏者を盛り上げることが大事。楽しいラ
イブはみんなでつくり上げるものだそう
だ。「人権のつどい」も同じかもしれない。
出演者やご来場いただいたみなさん、舞
台スタッフ、チラシを置いてくださった

お店の方など、たくさんの出会いと、思
いがつながって、わくわくしたり、感動
したり、心地よい時間が生まれる。そし
て、そういう〈場〉に立ち会えることが、
つどい部会メンバーとしての喜びなのだ
と思う。

間もなく「人権のつどい 2024」が開
催される。出演はウクライナ出身の歌姫
ナターシャ・グジーさん。バンドゥーラ
という民族楽器を手に歌う彼女に3年前
からオファーし続け、ようやくこの度実
現となる。今回も、みなさんの心に届く
出会いがあればいいなと願っている。

人人 権権 協協 部部 会会 紹紹 介介    その 5その 5 人権のつどい部会人権のつどい部会

20162016  伊藤花りん   伊藤花りん さんさん

20212021  �小室等   �小室等 さんさん、坂田明 、坂田明 さんさん、 、 
林英哲 林英哲 さんさん

20102010  古謝美佐子   古謝美佐子 さんさん

20142014  川嶋あい   川嶋あい さんさん

20152015  宇崎竜童   宇崎竜童 さんさん

20232023  米良美一   米良美一 さんさん


